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特
集
：
鉄
道
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
進
化

［
京
阪
電
車〝
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
〟と
叡
山
電
車〝
ひ
え
い
〟］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

１
９
０
６
年
に
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
渋
沢
栄
一
を
創
立
委
員
長
と
し
て

産
声
を
上
げ
た
京
阪
電
気
鉄
道
。

そ
し
て
、
２
０
１
６
年
４
月
に
持
株
会
社
体
制
に
移
行
し
た
京
阪
グ
ル
ー
プ
は
、

２
０
１
８
年
５
月
、
２
０
５
０
年
を
見
据
え
た
「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
長
期
経
営
戦
略
、
中
期
経
営
計
画
か
ら
な
る

「
京
阪
グ
ル
ー
プ
長
期
戦
略
構
想
」
を
発
表
し
た
。

新
し
い
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
Ｉ
Ｒ
構
想
や
大
阪
万
博
、
さ
ら
に
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
大
阪
延
伸
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
延
伸
な
ど

大
阪
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
途
が
立
つ

２
０
５
０
年
を
想
定
す
る
年
度
と
し
て
い
る
。

京
阪
グ
ル
ー
プ
の
中
核
を
担
う
京
阪
電
気
鉄
道
で
は
、
こ
う
し
た
構
想
の
下
、

「
沿
線
再
耕
」
と
「
観
光
共
創
」
な
ど
を
主
軸
戦
略
に
掲
げ
、

安
全
安
心
を
普
遍
の
価
値
と
す
る
「
進
取
の
精
神
」
で
、

有
料
座
席
指
定
特
別
車
両
「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
」
の
導
入
や

駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
た
沿
線
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
野
道
夫
代
表
取
締
役
社
長
に
経
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

観
光
振
興
と
都
市
開
発
で

沿
線
価
値
を
向
上
、

鉄
道
需
要
を
創
出
す
る

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

中
野
道
夫
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特集：鉄道旅客サービスの進化
［京阪電車 “プレミアムカー”と 叡山電車 “ひえい”］

京
阪
グ
ル
ー
プ
の
価
値
は
安
全
安
心

―
―
ま
ず
初
め
に
、
京
阪
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
京
阪
電
気
鉄
道
の
役
割
に
つ
い
て
、
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

京
阪
グ
ル
ー
プ
が
提
供
す
る
価
値
の

中
心
は
「
安
全
安
心
」
で
あ
り
、
京
阪
電
気

鉄
道
は
グ
ル
ー
プ
の
中
核
企
業
で
す
。
当
社

は
、
渋
沢
栄
一
翁
を
創
立
委
員
長
に
１
９
０

６
年
に
設
立
、
１
９
１
０
年
に
開
業
し
ま
し

た
。
主
要
路
線
の
京
阪
本
線
は
、
大
阪
の
都

心
部
か
ら
京
街
道
沿
い
に
か
つ
て
の
宿
場
町

を
縫
う
よ
う
に
走
り
、
京
都
に
至
り
ま
す
。

開
業
は
鉄
道
事
業
自
体
が
有
望
で
あ
っ
た
の

に
加
え
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

い
う
渋
沢
翁
の
高
邁
な
思
想
に
基
づ
い
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
大
阪
・
京
都
・

滋
賀
の
関
西
２
府
１
県
で
、
都
市
間
輸
送
・

地
域
輸
送
・
観
光
輸
送
を
担
っ
て
い
ま
す
。　

２
０
２
６
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
グ

ル
ー
プ
の
長
期
経
営
戦
略
で
は
「
沿
線
再
耕
」

「
観
光
共
創
」「
共
感
コ
ン
テ
ン
ツ
創
造
」
の

三
つ
を
主
軸
戦
略
と
し
て
お
り
、
当
社
も
グ

ル
ー
プ
の
中
核
企
業
と
し
て
、
特
に
「
沿
線

再
耕
」
と
「
観
光
共
創
」
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
事
業
環
境
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

中
野　

長
ら
く
運
輸
収
入
の
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

旅
客
の
利
用
増
な
ど
に
よ
り
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
既
に
沿
線
人
口
の
減
少

は
始
ま
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
ま
た
減
収
局

面
を
迎
え
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
鉄
道
会
社
の
保
安
度
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請
水
準
は
上
が
っ

て
お
り
、
設
備
投
資
が
増
え
る
可
能
性
も
念

頭
に
置
い
て
い
ま
す
。

現
在
、
安
全
安
心
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
に
京
阪
線
全
線
へ

の
導
入
を
目
指
し
て
「
新
型
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
全

レ
ベ
ル
を
格
段
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
併
せ
て
、
ホ
ー
ム
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
も
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
着
実

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

初
の
有
料
座
席
指
定
特
別
車
両
を
導
入

―
―
京
阪
電
車
に
は
特
急
料
金
不
要
で
高
い

レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
運
行
を
開
始

し
た
初
の
有
料
座
席
指
定
特
別
車
両
「
プ
レ

ミ
ア
ム
カ
ー
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

中
野　

京
阪
電
車
は
、
１
９
２
７
年
に
日
本

初
の
全
鋼
製
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
車
両
・
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
を
導
入
し
て
以
来
、
テ
レ
ビ
カ
ー
や

ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
な
ど
、
特
急
料
金
不
要
で

高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
京
阪
電
車
の
特
急
は
、
社
員
に
と
っ

て
自
慢
で
あ
り
誇
り
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、

「
進
取
の
精
神
」
で
新
し
い
も
の
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
い
う
の
が
京
阪
電
車
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
だ
と
思
い
ま
す
。

時
代
は
変
わ
り
、
輸
送
人
員
は
１
９
９
１

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
そ
れ
に
伴
い
混
雑

率
も
緩
和
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
特
急

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
進
化
さ
せ
る
か
考
え
、
出

し
た
答
え
が
有
料
座
席
指
定
の
特
別
車
両
の

導
入
で
す
。
８
両
編
成
の
８
０
０
０
系
に
1

両
、
特
別
車
両
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
ん
で
着

席
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
さ
ま
に
は
快
適
な
移

動
空
間
を
提
供
で
き
ま
す
。
２
０
１
７
年
８

月
の
運
行
開
始
後
、
当
初
の
想
定
よ
り
高
い

平
均
７
割
以
上
の
乗
車
率
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

―
―
運
行
頻
度
も
高
い
の
で
、
利
用
し
や
す

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

現
在
、
昼
間
時
間
帯
は
上
下
線
と
も

に
１
時
間
あ
た
り
４
本
運
行
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
特
急
は
10
分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る

た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
の
運
行
本
数
は
６

本
中
４
本
と
な
り
、
最
大
20
分
お
待
ち
い
た

だ
く
シ
ー
ン
も
生
ま
れ
ま
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
以

外
に
は
す
べ
て
の
特
急
に
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー

を
充
当
し
た
い
と
考
え
、
現
在
、
新
た
に
３

０
０
０
系
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
を
製
作
中
で

す
。
２
０
２
０
年
度
に
は
３
０
０
０
系
プ
レ

ミ
ア
ム
カ
ー
が
運
行
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

―
―
有
料
着
席
で
は
「
ラ
イ
ナ
ー
」
も
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
状
況
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

ラ
イ
ナ
ー
は
、
通
勤
通
学
な
ど
当
社

線
を
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
の
着

席
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ダ
イ

ヤ
の
面
で
も
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、
従

来
の
特
急
に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
増
便

し
て
い
る
た
め
、
混
雑
緩
和
や
車
内
環
境
の

向
上
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ナ
ー
の

利
用
率
も
徐
々
に
上
が
り
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
、
従
来
の
列
車
の
置
き
換
え

で
は
な
い
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

中
野　

え
え
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
他
が
犠
牲
に
な
る
と
い
っ

た
、
お
客
さ
ま
に
「
残
念
感
」
が
な
い
よ
う

に
し
た
い
。「
次
は
ラ
イ
ナ
ー
だ
か
ら
、
も

う
一
本
待
た
な
く
て
は
」「
次
は
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ー
が
な
い
か
ら
も
う
10
分
待
た
な
く
て

は
」
な
ど
と
い
っ
た
思
い
を
さ
れ
な
い
よ
う

に
運
用
を
整
え
て
い
き
た
い
。
収
益
を
上
げ

る
こ
と
は
経
営
上
、
重
要
で
す
が
、
お
客
さ

ま
の
「
残
念
感
」
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い

く
こ
と
は
さ
ら
に
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
、
ラ
イ
ナ
ー
と
い
う

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
よ
り
、
お
客
さ

ま
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
新
た
な
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

2020 年度には新たに 3000 系プレミアムカーを導入する
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地
域
と
「
観
光
共
創
」
で
誘
客
強
化

―
―
観
光
面
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
京
阪
本
線
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

特
に
人
気
の
高
い
京
都
の
名
所
を
つ
な
ぐ
路

線
で
す
。
沿
線
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

中
野　

当
社
線
で
は
特
に
、
伏
見
稲
荷
大
社

が
あ
る
伏
見
稲
荷
駅
、
清
水
寺
に
近
い
清
水

五
条
駅
、
京
都
市
内
の
中
心
に
位
置
す
る
祇

園
四
条
駅
・
三
条
駅
な
ど
の
ご
利
用
が
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
伏
見
稲
荷
駅
の
乗
降
人
員

は
、
２
０
１
３
年
度
は
１
日
６
１
７
０
人
で

し
た
が
、
２
０
１
７
年
度
は
１
万
２
０
５
８

人
と
、
わ
ず
か
４
年
で
倍
増
す
る
勢
い
で
す
。

―
―
訪
日
外
国
人
の
受
け
入
れ
環
境
と
し
て

は
ど
の
よ
う
な
整
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

中
野　

駅
や
車
内
の
案
内
放
送
、
駅
表
示
の

多
言
語
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
駅
で
は
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
整

備
等
も
順
次
、
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
専
用
の
企
画

乗
車
券
「SIGH

T
SEEIN

G PA
SS

」の
拡
販

に
向
け
、
台
湾
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
を
中
心
に

海
外
代
理
店
へ
積
極
的
に
営
業
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
現
地
で
ご
購
入
い
た
だ
い
た

チ
ケ
ッ
ト
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
表
示
に
よ
り
駅

で
引
き
換
え
で
き
る
よ
う
に
し
て
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

―
―
京
都
観
光
は
一
部
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
交
通

の
視
点
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

中
野　

京
阪
グ
ル
ー
プ
の
長
期
経
営
戦
略
で

は
、
洛
北
～
東
山
～
伏
見
・
宇
治
を
結
ぶ

「
京
都
観
光
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
京

都
を
訪
れ
る
観
光
客
は
中
心
部
に
集
中
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
郊
外
に
も
魅
力
的
な

と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
洛
北
で
す

と
鞍
馬
や
大
原
。
お
茶
で
名
高
い
宇
治
や
酒

ど
こ
ろ
の
伏
見
な
ど
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅

客
需
要
が
伸
び
る
余
地
が
十
二
分
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
発
信

を
強
化
し
て
郊
外
部
へ
の
移
動
を
促
し
、
中

心
部
の
混
雑
緩
和
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

中
野　

１
９
８
９
年
に
鴨
東
線
が
開
通
し
て

出
町
柳
駅
へ
延
伸
す
る
ま
で
、
終
点
の
三
条

駅
は
京
阪
バ
ス
の
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
も
あ
り

ま
し
た
。
延
伸
に
よ
っ
て
洛
北
、
叡
山
電
車

と
の
接
続
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
伴
い
、
三
条
駅
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

機
能
は
縮
小
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
か
つ
て
の
機
能
を
少
し
で
も
復
活

さ
せ
て
、「
三
条
に
来
た
ら
、
ど
こ
で
も
行

け
る
」
形
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観

光
客
を
は
じ
め
広
く
住
民
の
方
々
に
も
ス
ト

レ
ス
の
な
い
移
動
手
段
を
提
供
し
、
混
雑
緩

和
策
と
し
て
も
、
三
条
駅
を
京
都
駅
に
次
ぐ

交
通
拠
点
と
し
て
再
整
備
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、
中
野
社
長
ご
自
身
は
比
叡

山
を
一
層
盛
り
上
げ
る
「
比
叡
山
振
興
会
議
」

の
議
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
へ

の
誘
客
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

当
社
の
ほ
か
、
叡
山
電
鉄
が
２
０
１

８
年
か
ら
走
ら
せ
て
い
る
観
光
列
車
「
ひ
え

い
」
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、

比
叡
山
内
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
比
叡
山
の

公
共
交
通
は
京
阪
グ
ル
ー
プ
が
担
っ
て
お
り
、

比
叡
山
と
び
わ
湖
を
巡
る
企
画
乗
車
券
「
世

界
遺
産 

比
叡
山
延
暦
寺
巡
拝
チ
ケ
ッ
ト
」

の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、

各
交
通
を
乗
り
継
ぐ
際
に
山
内
を
少
し
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

そ
の
解
決
や
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
備
な
ど
地
元

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
食

事
や
買
い
物
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
お
客
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
た
い
。
こ
れ
は
比

叡
山
が
仏
教
の
聖
域
で
も
あ
る
た
め
な
か
な

か
難
し
く
は
あ
る
の
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
が
伝
教
大
師
最
澄
の
１
２
０
０
年
大
遠

忌
に
当
た
る
の
で
、
そ
れ
に
向
け
て
一
層
の

誘
客
を
図
り
、
比
叡
山
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
沿
線
再
耕
」
で
沿
線
の
魅
力
向
上

 

―
―
中
野
社
長
は
、
近
年
で
は
枚
方
市
駅

や
寝
屋
川
市
駅
の
連
続
立
体
交
差
事
業
、
中

之
島
線
の
建
設
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
鉄
道
の
役
割
が
輸
送
以
外
に

大
き
く
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
の
経

験
か
ら
そ
の
辺
り
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

上／天満橋駅の改札と直結する「八軒家浜船着場」。水上バスが発着
する　下／鴨川に架かる三条大橋。東側に三条駅（地下駅）がある

中之島駅ホーム頭端には、中之島線を掘り進めたシールドマ
シンのカッターヘッドをモニュメントとして設置している
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中
野　

私
は
も
と
も
と
技
術
畑
の
人
間
で

す
。
携
わ
っ
た
主
な
事
業
を
挙
げ
ま
す
と
、

京
都
地
下
線
工
事
、
鴨
東
線
建
設
工
事
、
枚

方
市
駅
の
高
架
化
（
連
続
立
体
交
差
事
業
）、

そ
の
後
、
寝
屋
川
市
駅
の
高
架
化
、
中
之
島

線
の
新
線
建
設
、
そ
の
後
は
不
動
産
関
係
に

も
携
わ
り
ま
し
た
。

自
ら
の
経
験
か
ら
も
、
鉄
道
の
発
展
は
ま

ち
づ
く
り
と
と
も
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
線
建
設
は
ま
ち
づ
く
り
と
の
セ
ッ
ト

で
行
い
ま
し
た
し
、
連
続
立
体
交
差
事
業
で

線
路
を
高
架
化
す
る
こ
と
は
、
高
架
下
利
用

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
の
沿
線
開
発
や

駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
ま
ち
の
一
体
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

計
画
中
の
寝
屋
川
市
駅

－

枚
方
市
駅
間
（
事

業
区
間
５
・
５
㎞
）
の
連
続
立
体
交
差
事
業

に
つ
い
て
は
、
区
間
内
の
香
里
園
駅
・
光
善

寺
駅
・
枚
方
公
園
駅
周
辺
の
再
開
発
を
京
阪

グ
ル
ー
プ
主
導
で
行
っ
て
お
り
、
駅
を
中
心

に
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
枚
方
市
駅
で
は
「
え
き
か
ら
始
ま
る
ま

ち
づ
く
り
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
野　

枚
方
市
駅
は
京
都
と
大
阪
の
中
間
地

点
で
あ
り
、
乗
降
客
数
は
京
橋
、
淀
屋
橋
に

次
い
で
３
番
目
で
す
。
当
社
沿
線
で
は
最
も

大
き
い
居
住
地
域
で
、
企
業
団
地
も
あ
り
、

大
学
も
五
つ
あ
る
こ
と
か
ら
昼
間
人
口
も
多

い
。
ま
た
、
東
海
道
56
番
目
の
宿
場
町
と
い

う
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。
駅
自
体
も
多
様
な

方
々
が
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
、
生
活
に
役
立
つ
駅
に
し

て
い
こ
う
、
地
域
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
こ

う
と
、
地
元
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
先
日
完
成
し
た
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
「
枚
方
再
生
」
の
第
１
弾
で
、
続
い
て
駅

直
結
の
、
京
阪
グ
ル
ー
プ
が
「
枚
方
デ
ル
タ

地
区
」
と
呼
ん
で
い
る
社
有
地
の
再
開
発
事

業
に
取
り
組
み
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
、

推
進
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
主
軸
戦
略

「
沿
線
再
耕
」
の
下
、
枚
方
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

大
阪
の
東
西
軸
復
権
へ

―
―
主
軸
戦
略
「
沿
線
再
耕
」
で
は
基
本
方

針
の
一
つ
に
「
大
阪
東
西
軸
の
復
権
」
を
掲

げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
水
都
・
大
阪
で

は
江
戸
時
代
、
人
も
物
も
、
川
を
中
心
に
東

西
軸
に
流
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

中
野　

え
え
。
江
戸
時
代
、
商
都
・
大
阪
に

は
、
廻
船
に
よ
っ
て
中
之
島
に
あ
っ
た
各
藩

の
蔵
屋
敷
に
全
国
か
ら
人
・
物
が
集
積
す
る

と
い
う
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
東
西
軸
の
交
通
を
、
現
代
で
は
中

之
島
線
を
中
心
に
再
構
築
し
て
、
大
阪
を

さ
ら
に
活
性
化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
大
阪
東
西
軸
の
復
権
」
で
す
。　
　

大
川
と
そ
の
下
流
の
堂
島
川
・
土
佐
堀
川

沿
い
に
中
之
島
、
淀
屋
橋
、
天
満
橋
、
京
橋

の
４
駅
が
あ
る
各
地
区
は
、
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
之
島

線
が
建
設
さ
れ
る
頃
ま
で
、
こ
う
し
た
川
沿

い
の
場
所
は
ビ
ル
が
川
に
背
を
向
け
て
立

ち
、
川
側
か
ら
見
る
と
空
調
設
備
が
並
ん
で

い
る
だ
け
、
河
川
敷
も
水
辺
に
親
し
む
空
間

と
し
て
全
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
中
之
島
線
建
設
と
機
を
併
せ
、
河

川
管
理
者
で
あ
る
大
阪
府
は
港
湾
や
河
川
敷

の
整
備
、
八は

ち
け
ん
や
は
ま

軒
家
浜
の
復
元
を
、
公
園
管
理

者
の
大
阪
市
は
中
之
島
公
園
の
整
備
な
ど
を

行
い
、
今
や
川
沿
い
は
、
水
都
・
大
阪
な
ら

で
は
の
人
々
が
集
う
憩
い
の
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

ま
た
、
八
軒
家
浜
の
整
備
と
同
時
に
当
社
の

天
満
橋
駅
の
整
備
も
実
施
し
、
改
札
を
出
た

ら
八
軒
家
浜
船
着
場
が
あ
る
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
川
の
港
に
直
結
し
た
駅
と
な
り
ま
し

た
。川

に
沿
っ
た
東
西
軸
は
、こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
魅
力
を
大
阪
の
街
に
付
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
え
え
、
水
都
・
大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
都

市
空
間
だ
と
思
い
ま
す
。　

中
野　

さ
ら
な
る
大
阪
東
西
軸
の
復
権
に
向

け
、
４
駅
周
辺
の
再
開
発
に
京
阪
グ
ル
ー
プ

と
し
て
取
り
組
み
、
併
せ
て
中
之
島
線
の
延

伸
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
之
島
線
は
も
と
も
と
中
之
島
駅
止
ま
り
と

す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
之

島
駅
ホ
ー
ム
の
頭
端
に
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

の
カ
ッ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

に
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
、「
さ
ら
に
西
へ
」
と
い
う
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
開
業
し

た
中
之
島
線
は
、
当
社
と
し
て
は
中
之

島
駅
ま
で
が
「
一
期
工
事
」
な
の
で
す
。

―
―
中
之
島
西
部
の
開
発
も
進
み
、
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
重
要
に
な

り
ま
す
。

中
野　

中
之
島
線
の
延
伸
は
、
す
で
に

夢
洲
へ
の
延
伸
が
確
実
な
大
阪
メ
ト
ロ
中
央

線
の
九
条
駅
に
接
続
し
、
乗
り
入
れ
も
視
野

に
入
れ
て
社
内
検
討
し
て
い
ま
す
。
当
社
と

し
て
は
、
Ｉ
Ｒ
の
夢
洲
へ
の
誘
致
が
決
定
す

れ
ば
、
採
算
性
な
ど
を
十
分
に
精
査
し
た
上

で
決
断
し
、
実
現
に
向
け
て
調
整
に
入
っ
て

い
き
た
い
。
Ｉ
Ｒ
（
夢
洲
）
と
京
都
を
結
ぶ

こ
と
が
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
役
目
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
中
之
島
線
の
延
伸
に
よ
り
、
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
、都
市
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
等
の
ベ

イ
エ
リ
ア
と
結
び
付
く
だ
け
で
は
な
く
、
２

０
３
１
年
開
業
予
定
の
な
に
わ
筋
線
と
の
接

続
で
関
西
国
際
空
港
か
ら
ベ
イ
エ
リ
ア
、
京

都
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
格
段
に
強

化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
九
条
駅
で
の
阪
神
電

鉄
と
の
接
続
で
京
阪
沿
線
と
神
戸
エ
リ
ア
が

つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大
阪
市
内
の

東
西
軸
の
強
化
が
進
め
ば
、
当
社
グ
ル
ー
プ

が
進
め
る
中
之
島
や
淀
屋
橋
、
京
橋
の
再
開

発
に
も
弾
み
が
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
に
よ
り
、
関
西
の
経
済
の
発
展
に
少
し

で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。


